
（1面） 平成26年度事務事業評価シート 平成 26 年 6 月 18 日 作成

備　　考

中事業に含まれる小事業の方向性（⇒個別事業の概要は裏面） （千円）

中事業の評価（事務事業の課題、取組状況、今後の方向性）

○ ○ ○ ○

評価者名 教育総務課担当課長 原田　幸子

今後の方向性
（課題解決に向けた取組

・H26予算への反映）

必要性、重要度など優先順位の見極めと、学校間の公平性を確保したうえでの柔軟な予算執行。

A：充実・拡大
B：現状継続
C：改善・見直し
D：統合縮小
E：廃止・休止

Ａ

※□事業完了

未解決の課題 学校運営に直接影響する事業のため、全庁的な予算編成方針による学校配当予算の減少への対応や経費の見直しが難しい

中事業の評価 適切＝〇要改善＝△（２面「評価の視点」を参照） ①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

H25年度の課題
老朽化した教材教具・児童の机椅子・高額備品類（体育器具・遊具等）の更新を、実施計画に基づき計画的な更新を実施する。
更新期間の短縮、多様化する教育環境への対応など、学校運営コストの確保に苦慮している。

課題解決のための取組
学校配当予算の要求を、各校の実情に応じて支出科目の配分ができるよう、柔軟に対応した。老朽化した物品修繕は、部品等
一部交換を実施し延命化を図り、多くの物品が活用できる状況に努めた。また学校間の貸し借り等を実施した。

取組の結果
□解　 決
■未解決

理由
・手法

今後の
方向性

理由
・手法

今後の
方向性

今後の
方向性

理由
・手法

今後の
方向性

理由
・手法

H25小事業名 H25決算値 H26小事業名 H26予算額 A：充実・拡大 B：現状継続 C：改善・見直しD：統合縮小 E：廃止・休止

小学校運営事業 105,619 小学校運営事業 84,465
今後の
方向性

Ａ
理由
・手法

教材等の充実・更新が必要であるが、財源捻出は
難しい

指　　標 評価 年度 22年度 23年度

４回

◎目標を達成　○目標に向かって前進
△横ばい　×後退

実績値 ４回 ４回 ４回 ４回

24年度 25年度 最終年度（27年度）

学校経理担当者会議

◎
目標値 ４回 ４回 ４回 ４回

児童数 7,985 22,711 13,007 13,618 9,701

公立学校数 16 35 19 28 25　ベンチマーク（県内
外自治体や民間団体

との比較値）

団体名⇒ 鎌倉市 藤沢市 茅ヶ崎市 平塚市

事務事業
運営経費

総事業費（千円） 121,147 104,320

小田原市

学級数 260 707 409 459 328

市民１人当りの経費（円） 681 589 595

協働のパートナー

対象者１人当りの経費（円） 15,172 13,022 13,210

105,522

（国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）
運営資源状況

決算値（千円） 105,619 91,205 92,261

105,619 91,205 92,261

人員配置数 2.0人 1.6人 1.5人

人 件 費（千円） 15,528 13,115 13,261

目標 児童が充実した小学校生活を送れるよう、教材、事務用品、管理用品等の購入、教材教具の修繕、遊具体育器具の点検等を実
施し、質の高い学校運営に努める。（目標値）

人口等のデータ

データ区分 25年度 24年度 23年度

人　　　口 177,895人 177,224人 177,204人 ・各年4月1日
（住民基本台帳）
・各年5月1日（普通
学級）

世　帯　数 80,295世帯 79,669世帯 79,217世帯

事業の対象者数 7985人 8011人 7988人

主管課 教育総務課 関連課 部内各課・市立小学校

分野名 学校教育

事務事業 □サービス部門
教育-03 小学校運営事業

№/名　称 ■支　援　部 門



（2面） 小事業・個別事業の評価
評価のポイント

(単位：千円）

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

評価の
視点

①効率性 事業費や人件費に削減余地はないか。 ②妥当性
事業の目的と政策・施策体系の目標とが整合しているか。法的な根拠や公的関与の妥
当性はあるか。

③有効性 事業の成果が得られているか。事業を休止・廃止した場合影響があるか。 ④公平性 受益機会が偏っていないか。受益者負担は公平・公正か。

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

小学校
運営事業

市立小学校の授業、行事等の学校生活に必要な物品、役務の調達などによる運営 ○ ○ ○ ○

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

○ ○

140 小学校交際費 93 38 ○ ○ ○ ○

140 研修会講師等謝礼 67 67 ○ ○

○ ○

140 プロパンガス・灯油等燃料費 5,344 5,361 ○ ○ ○ ○

140・1099 教材用他消耗品費 73,261 76,075 ○ ○

○ ○

140 学校要覧等印刷製本費 1,344 1,342 ○ ○ ○ ○

140 学校行事来賓用食糧費 20 20 ○ ○

○ ○

140 教材教具等備品修繕料 2,021 1,445 ○ ○ ○ ○

140 校舎小破等維持修繕料 2,582 3,813 ○ ○

○ ○

140 保健用医薬材料費 845 843 ○ ○ ○ ○

140 車両修繕料 60 85 ○ ○

○ ○

140 筆耕翻訳料 144 131 ○ ○ ○ ○

140 保健衛生用手数料 349 295 ○ ○

○ ○

140 遊具・体育器具点検委託料 343 291 ○ ○ ○ ○

140 校舎維持等委託料 4,671 4,588 ○ ○

○ ○

140 ケーブルテレビ使用料 565 565 ○ ○ ○ ○

140 備品廃棄処分委託料 500 493 ○ ○

○ ○

140 清掃用具賃借料 459 459 ○ ○ ○ ○

140 印刷機賃借料 567 553 ○ ○

○ ○

※□ 140・1099 石油ファンヒーター備品購入費 4,266 4,190 ○ ○ ○

140 NHK放送受信料等 522 369 ○ ○

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

○

※事業完了 140・1099 冷凍冷蔵庫等備品購入費 2,355 4,596 ○ ○ ○ ○

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※□

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

※事業完了

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※事業完了

※□

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※事業完了

※□


